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(57)【要約】
【課題】照明ムラを無くしつつ発光輝度の向上を図った
表示装置を提供する。
【解決手段】指針６が、ＬＣＤ２の背面に設けられた回
転軸５２からＬＣＤよりも外側まで回転軸５２の径方向
Ｙ２に沿って延在して設けられた回転軸５２に固定され
た基板部６２と、基板部６２正面のＬＣＤ２よりも外側
部分に搭載されたＬＥＤ光源６３と、ＬＥＤ光源６３の
正面側からＬＣＤ２よりも正面まで回転軸５２の軸方向
Ｙ３に沿って延在して設けられた第１部材６４１、第１
部材６４１の軸方向Ｙ３正面側の端部から目盛部３より
も内側まで径方向Ｙ２に沿って延在して設けられた第２
部材６４２、第２部材６４２の径方向Ｙ２内側の端部か
ら目盛部３よりも正面まで軸方向Ｙ３に沿って延在して
設けられた第３部材６４３、及び、第３部材６４３の軸
方向Ｙ３正面側の端部から目盛部３の正面に沿って設け
られた指示部６４４、が一体に設けられた導光部６４と
、から構成されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示器と、前記表示器の正面に配置された前記表示器を取り囲む目盛部と、前記目盛部
の正面側を旋回する指針と、を有する表示装置において、
　前記指針が、前記表示器の背面に設けられた回転軸から前記表示器よりも外側まで前記
回転軸の径方向に沿って延在して設けられた前記回転軸に固定された基板部と、前記基板
部正面の前記表示器よりも外側部分に搭載された光源と、前記光源の正面側から前記表示
器よりも正面まで前記回転軸の軸方向に沿って延在して設けられた第１部材、前記第１部
材の前記軸方向正面側の端部から前記目盛部よりも内側まで前記径方向に沿って延在して
設けられた第２部材、前記第２部材の径方向内側の端部から前記目盛部よりも正面まで前
記軸方向に沿って延在して設けられた第３部材、及び、前記第３部材の軸方向正面側の端
部から前記目盛部の正面に沿って設けられた指示部、が一体に設けられた導光部と、から
構成されている
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記基板部の側面側に熱変形防止膜が設けられたことを特徴とする請求項１記載の表示
装置。
【請求項３】
　前記第１部材及び第２部材の連結部に設けられ、前記第１部材を導光する光を前記径方
向の内側に向かって反射させて前記第２部材に導光させるように形成された第１反射面と
、前記第２部材及び前記第３部材の連結部に設けられ、前記第２部材を導光する光を前記
軸方向の正面側に向かって反射させて前記第３部材に導光させるように形成された第２反
射面と、前記第３部材及び前記指示部の連結部に設けられ、前記第３部材を導光する光を
前記径方向の外側に向かって反射させて前記指示部に導光させるように形成された第３反
射面と、が前記導光部に設けられている
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記基板部の幅方向の両端を挟むように前記第１部材の軸方向背面側に設けられた一対
の爪部、及び、前記一対の爪部の内側の各々に設けた前記基板部の幅方向の両端部がスラ
イド挿入可能なスライド溝、から構成された固定部が、前記導光部にさらに一体に形成さ
れている
　ことを特徴とする請求項１～３何れか１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記導光部の表面のうち前記指示部の正面を除いた部分を覆うように取り付けられた光
漏れを防止するための光漏れ防止カバーを有することを特徴とする請求項１～４何れか１
項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記光漏れ防止カバーが、白色材料で形成した白色本体部と、該白色本体部の外面に設
けられた黒色部と、から構成されている
　ことを特徴とする請求項５記載の表示装置。
【請求項７】
　前記指針の基板部の背面側に設けられたメイン基板と、
　前記メイン基板と前記基板部との間に接続された電源供給用のリード線と、
　を備えたことを特徴とする請求項１～６何れか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記指針の基板部の背面側かつメイン基板の正面側に設けられた前記リード線の軸方向
を挟んで前記リード線の軸方向の動きを規制する規制部を
　備えたことを特徴とする請求項７記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、表示装置に係り、特に、回転指示用の目盛部の中央にＬＣＤなどの表示器を
配置した表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　上述した表示装置として、例えば、通常の回転指示用の目盛部の正面側に、表示器を配
置するものが考えられている。このような配置とすれば、指針によって表示器の視認が邪
魔されることなく、目盛部の中央に表示器を配置することができる。
【０００３】
　しかしながら、目盛部が例えば車速などの重要な情報を表示し、表示器が現在時刻など
の比較的重要でない情報を表示するような場合など、目盛部を表示器より正面側に配置し
て、目盛部の視認性を高めたいという要望があった。
【０００４】
　そこで、このような要望に答えるため、例えば、図４及び図５に示すような表示装置が
提案されている（特許文献１）。同図に示すように、表示装置１は、表示器としての液晶
ディスプレイ（ＬＣＤ）２と、目盛部３と、メイン基板４と、モータ５と、指針６と、Ｌ
ＥＤ光源１０と、プリズム１１と、を有している。ＬＣＤ２は、例えば正面視略円形に設
けられていて、ウォーニングや現在時刻などの情報が表示される。ＬＣＤ２は、ＬＣＤ本
体２１と、後述するメイン基板４上に設けられたバックライト用のＬＥＤ光源２２と、Ｌ
ＥＤ光源２２から出射される光をＬＣＤ本体２１の背面に導く導光板２３と、から構成さ
れている。
【０００５】
　目盛部３は、中央に略円形の穴が設けられた正面視リング（円弧）状に形成され、その
外周に沿って目盛や数値などが形成されている。この目盛部３は、ＬＣＤ２の正面側に配
置されていて、目盛部３に設けられた略円形の穴を通じて正面からＬＣＤ２が視認可能と
なっている。メイン基板４は、ＬＣＤ２の背面に設けられている。モータ５は、モータ本
体５１がメイン基板４の背面に設けられている。モータ５は、回転軸５２がメイン基板４
の正面側に突出して設けられている。
【０００６】
　指針６は、その一端が回転軸５２に固定されて設けられている。指針６は、ＬＣＤ２の
視認を妨げないように回転軸５２、ＬＣＤ２背面、ＬＣＤ２の外側面、ＬＣＤ２及び目盛
部３の間、目盛部３の内側面を通ってその他端である指示部６４４が目盛部３の正面に配
置されている。このような形状の指針６は、目盛部３の背面にＬＣＤ２を設けた場合であ
っても、ＬＣＤ２の視認を妨げることなく目盛部３を指示することができる。なお、指針
６は、自発光タイプであり、透明樹脂などの導光部材から構成されている。
【０００７】
　ＬＥＤ光源１０は、モータ５の回転軸５２を囲むようにメイン基板４の正面に複数、配
置されている。プリズム１１は、ＬＥＤ光源１０と指針６の受光面Ｍｊとの間に設けられ
ていて、ＬＥＤ光源１０からの光を集光して指針６の受光面Ｍｊに受光させている。指針
６の受光面Ｍｊに入射された光は、図４に示すように、５つの反射面Ｍ２１～Ｍ２５を順
に反射して指示部６４４に入射される。指示部６４４に入射された光は、指示部６４４の
背面で反射されて正面に出射される。これにより、正面から見て指示部６４４が光輝して
視認される。
【０００８】
　しかしながら、上述した従来の表示装置１では、指針６を自発光させるためにＬＥＤ光
源１０を回転軸５２を囲むように複数配置する必要があり、指針回転時の照明ムラを無く
すことが困難である、という問題があった。上述した従来の表示装置１では、ＬＥＤ光源
１０からの光をプリズム１１で集光して指針６の受光面Ｍｊに入射して指示部６４４の輝
度アップを図っていたが、このような構成の場合、ＬＥＤ光源１０と指針６の受光面Ｍｊ
との距離を十分に確保できないと、回転時の照明ムラが問題となる。
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【０００９】
　また、上述した従来の表示装置１では、ＬＥＤ光源１０から指示部６４４まで５つの反
射面Ｍ２１～Ｍ２５を経由するため、反射による光の減衰が大きく十分な発光輝度が得ら
れない、という問題があった。
【特許文献１】特開２００５－１８１３０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本発明は、上記のような問題点に着目し、照明ムラを無くしつつ発光輝度の向
上を図った表示装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するためになされた請求項１記載の発明は、表示器と、前記表示器の正
面に配置された前記表示器を取り囲む目盛部と、前記目盛部の正面側を旋回する指針と、
を有する表示装置において、前記指針が、前記表示器の背面に設けられた回転軸から前記
表示器よりも外側まで前記回転軸の径方向に沿って延在して設けられた前記回転軸に固定
された基板部と、前記基板部正面の前記表示器よりも外側部分に搭載された光源と、前記
光源の正面側から前記表示器よりも正面まで前記回転軸の軸方向に沿って延在して設けら
れた第１部材、前記第１部材の前記軸方向正面側の端部から前記目盛部よりも内側まで前
記径方向に沿って延在して設けられた第２部材、前記第２部材の径方向内側の端部から前
記目盛部よりも正面まで前記軸方向に沿って延在して設けられた第３部材、及び、前記第
３部材の軸方向正面側の端部から前記目盛部の正面に沿って設けられた指示部、が一体に
設けられた導光部と、から構成されていることを特徴とする表示装置に存する。
【００１２】
　請求項２記載の発明は、前記基板部の側面側に熱変形防止膜が設けられたことを特徴と
する請求項１記載の表示装置に存する。
【００１３】
　請求項３記載の発明は、前記第１部材及び第２部材の連結部に設けられ、前記第１部材
を導光する光を前記径方向の内側に向かって反射させて前記第２部材に導光させるように
形成された第１反射面と、前記第２部材及び前記第３部材の連結部に設けられ、前記第２
部材を導光する光を前記軸方向の正面側に向かって反射させて前記第３部材に導光させる
ように形成された第２反射面と、前記第３部材及び前記指示部の連結部に設けられ、前記
第３部材を導光する光を前記径方向の外側に向かって反射させて前記指示部に導光させる
ように形成された第３反射面と、が前記導光部に設けられていることを特徴とする請求項
１又は２に記載の表示装置に存する。
【００１４】
　請求項４記載の発明は、前記基板部の幅方向の両端を挟むように前記第１部材の軸方向
背面側に設けられた一対の爪部、及び、前記一対の爪部の内側の各々に設けた前記基板部
の幅方向の両端部がスライド挿入可能なスライド溝、から構成された固定部が、前記導光
部にさらに一体に形成されていることを特徴とする請求項１～３何れか１項に記載の表示
装置に存する。
【００１５】
　請求項５記載の発明は、前記導光部の表面のうち前記指示部の正面を除いた部分を覆う
ように取り付けられた光漏れを防止するための光漏れ防止カバーを有することを特徴とす
る請求項１～４何れか１項に記載の表示装置に存する。
【００１６】
　請求項６記載の発明は、前記光漏れ防止カバーが、白色材料で形成した白色本体部と、
該白色本体部の外面に設けられた黒色部と、から構成されていることを特徴とする請求項
５記載の表示装置に存する。
【００１７】
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　請求項７記載の発明は、前記指針の基板部の背面側に設けられたメイン基板と、前記メ
イン基板と前記基板部との間に接続された電源供給用のリード線と、を備えたことを特徴
とする請求項１～６何れか１項に記載の表示装置に存する。
【００１８】
　請求項８記載の発明は、前記指針の基板部の背面側かつメイン基板の正面側に設けられ
た前記リード線の軸方向を挟んで前記リード線の軸方向の動きを規制する規制部を
　備えたことを特徴とする請求項７記載の表示装置に存する。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように請求項１記載の発明によれば、回転軸に固定された基板上に光源を
設けることにより、指針の回転と同期して光源が回転するので、回転時の指示部の照明ム
ラを無くすことができる。また、回転時の反射回数を減らすことができるので、指示部の
発光輝度の向上を図ることができる。
【００２０】
　請求項２記載の発明によれば、熱変形防止膜を設けることにより、基板部の熱変形を防
止することができる。
【００２１】
　請求項３記載の発明によれば、回転時の反射回数を３回に減らすことができるので、指
示部の発光輝度の向上を図ることができる。
【００２２】
　請求項４記載の発明によれば、基板部の回転軸から離れた側の端部からスライド溝に基
板部の幅方向の両端部を挿入して導光部をスライドさせるだけで、基板部に導光部を簡単
に取り付けることができる。
【００２３】
　請求項５記載の発明によれば、光漏れ防止カバーを設けることにより、導光部の表面の
うち指示部の正面を除いた部分からの光漏れを防止することができるので、照明品質の向
上を図ることができる。
【００２４】
　請求項６記載の発明によれば、光漏れ防止カバーに入射された光が白色本体部で反射さ
れて導光部に再び導光されて指示部に導かれるため、より一層、指示部の発光輝度の向上
を図ることができる。また、光漏れ防止カバーに入射された光のうち白色本体部を通過し
た光は黒色部で吸収されるため、光漏れを確実に防止することができる。
【００２５】
　請求項７記載の発明によれば、基板部が回転してもリード線によってメイン基板から基
板部に電源を供給することができる。
【００２６】
　請求項８記載の発明によれば、規制部により、リード線がメイン基板に実装してある電
子部品と干渉したり指針の回転を妨げないようにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の表示装置を図１～図３に基づいて説明する。同図に示すように、表示装
置１は、表示器としての液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）２と、目盛部３と、メイン基板４と
、モータ５と、指針６と、リード線７と、規制部８と、を備えている。ＬＣＤ２は、例え
ば正面視略円形に設けられていて、ウォーニングや現在時刻などの情報が表示される。Ｌ
ＣＤ２は、ＬＣＤ本体２１と、後述するメイン基板４上に設けられたバックライト用のＬ
ＥＤ光源２２と、ＬＥＤ光源２２から出射される光をＬＣＤ本体２１の背面に導く導光板
２３と、から構成されている。
【００２８】
　目盛部３は、図１に示すように、文字板３１と、目盛リング部３２と、を備えている。
文字板３１は、例えば中央に略円形の穴が設けられた正面視リング（円弧）状に形成され
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ている。文字板３１は、正面に後述する指針６が指示する指標（例えば数字）が印刷など
により形成されている。目盛リング部３２は、透明樹脂などの導光板からなり、文字板３
１正面の外周縁を覆うようにリング（円弧）状に設けられている。目盛リング部３２の正
面には、凹状の目盛が設けられている。上述した目盛部３は、ＬＣＤ２の正面側に配置さ
れていて、文字板３１に設けられた略円形の穴を通じて正面からＬＣＤ２が視認可能とな
っている。
【００２９】
　上記メイン基板４は、ＬＣＤ２の背面に設けられている。上記モータ５は、モータ本体
５１と、回転軸５２と、を有している。モータ本体５１は、メイン基板４の背面に設けら
れている。回転軸５２は、メイン基板４の正面側に突出して設けられている。
【００３０】
　上記指針６は、バランスウエイト部６１と、基板部６２と、光源としてのＬＥＤ光源６
３と、導光部６４と、を有している。バランスウエイト部６１は、図２に示すように、ウ
エイト本体部６１１と、固定部６１２と、が一体に形成されている。ウエイト本体部６１
１は、回転軸５２にかかる後述する基板部６２、ＬＥＤ光源６３及び導光部６４の重量を
相殺するためのウエイトである。固定部６１２は、バランスウエイト部６１及び後述する
基板部６２を回転軸５２に固定するための部材である。
【００３１】
　固定部６１２は、位置決め突部Ｎ１と、係止爪Ｎ２と、一対の係止爪Ｎ３と、が設けら
れている。位置決め突部Ｎ１は、係止爪Ｎ２及びＮ３よりも正面側に突出するように固定
部６１２に設けられている。位置決め突部Ｎ１は、上記回転軸５２が圧入される圧入孔Ｈ
１が設けられている。この圧入孔Ｈ１に回転軸５２が圧入されることにより、バランスウ
エイト部６１が回転軸５２に固定される。この位置決め突部Ｎ１は、後述する基板部６２
に設けた位置決め孔Ｈ２に嵌合する。
【００３２】
　上記係止爪Ｎ２は、位置決め突部Ｎ１よりもウエイト本体部６１１の固定部６１２から
正面側に突出して設けられている。係止爪Ｎ２は、基板部６２に設けた係止孔Ｈ３に挿入
されて係止孔Ｈ３の縁部に係止される。一対の係止爪Ｎ３は各々、位置決め突部Ｎ１の幅
方向Ｙ１両側を挟むように固定部６１２から正面側に突出して設けられている。一対の係
止爪Ｎ３は、基板部６２の幅方向Ｙ１の両端部に設けた一対の切欠部Ｈ４の縁部に係止さ
れる。
【００３３】
　上記基板部６２は、後述するＬＥＤ光源６３が実装される例えばＨＰＣ（紙フェノール
基板、ガラスコンポジット基板）から構成されている。基板部６２としては、熱変形防止
対策として両面基板を用いてもよいし、安価な片面基板を採用してもよい。また、基板部
６２の端面（側面）に硬化接着剤、メッキなどの熱変形防止膜（図示せず）を設けて、基
板部６２の熱変形を防止するようにしてもよい。
【００３４】
　上記基板部６２は、ＬＣＤ２の背面に設けられた回転軸５２からＬＣＤ２よりも外側ま
で回転軸５２の径方向Ｙ２に沿って延在して設けられている。基板部６２には、図２に示
すように、上述した位置決め孔Ｈ２、係止孔Ｈ３及び切欠部Ｈ４が設けられている。以上
の構成によれば、上記位置決め突部Ｎ１に位置決め孔Ｈ２を嵌合させることにより、バラ
ンスウエイト部６１と基板部６２との位置決めが行われる。そして、位置決めが行われた
後に、係止爪Ｎ２を係止孔Ｈ３の縁部に係止させて、係止爪Ｎ３を切欠部Ｈ４に係止させ
ることにより、基板部６２がバランスウエイト部６１を介して回転軸５２に固定される。
【００３５】
　また、上記基板部６２の回転軸５２から離れた側の幅方向Ｙ１の両端には、後述する導
光部６４の固定位置を決める一対の位置決め切欠部Ｈ５が設けられている。上記ＬＥＤ光
源６３は、図１に示すように、基板部６２正面のＬＣＤ２よりも外側かつ目盛部３の背面
にある部分に搭載されている。
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【００３６】
　導光部６４は、第１部材６４１、第２部材６４２、第３部材６４３、及び、指示部６４
４、が透明樹脂などの導光部材により一体に設けられている。図１に示すように、第１部
材６４１は、ＬＥＤ光源６３の正面側からＬＣＤ２よりも正面まで回転軸５２の軸方向Ｙ
３に沿って延在して設けられている。第２部材６４２は、第１部材６４１の軸方向Ｙ３正
面側の端部から目盛部３よりも内側まで径方向Ｙ２に沿って延在して設けられている。第
３部材６４３は、第２部材６４２の径方向Ｙ２内側の端部から目盛部３よりも正面側まで
軸方向Ｙ３に沿って延在して設けられている。指示部６４４は、第３部材６４３の軸方向
Ｙ３正面側の端部から目盛部３の正面に沿って設けられている。
【００３７】
　また、導光部６４には、第１反射面Ｍ１、第２反射面Ｍ２と、第３反射面Ｍ３と、指針
反射面Ｍ４が設けられている。図１に示すように、第１反射面Ｍ１は、第１部材６４１及
び第２部材６４２の連結部において受光面Ｍｊと軸方向Ｙ３に対向する位置に設けられて
いる。第１反射面Ｍ１は、第１部材６４１内を軸方向Ｙ３正面側に進む光Ｌを径方向Ｙ２
の内側に向かって反射させて第２部材６４２内を導光させるように、回転軸５２に向かう
に従って正面側に近づくテーパ状に設けられている。
【００３８】
　第２反射面Ｍ２は、第２部材６４２及び第３部材６４３の連結部において第１反射面Ｍ
１と径方向Ｙ２に対向する位置に設けられている。第２反射面Ｍ２は、第２部材６４２内
を径方向Ｙ２内側に進む光Ｌを軸方向Ｙ３正面側に向かって反射させて第３部材６４３内
を導光させるように、回転軸５２に向かうに従って正面側に近づくテーパ状に設けられて
いる。
【００３９】
　第３反射面Ｍ３は、第３部材６４３及び指示部６４４の連結部において第２反射面Ｍ２
と軸方向Ｙ３に対向する位置に設けられている。第３反射面Ｍ３は、第３部材６４３内を
軸方向Ｙ３正面側に進む光Ｌを径方向Ｙ２外側に向かって反射させて指示部６４Ｄ内を導
光させるように、回転軸５２から離れるに従って正面側に近づくテーパ状に設けられてい
る。指針反射面Ｍ４は、指示部６４４の背面に径方向Ｙ２外側に向かうに従って正面に近
づくテーパ状に設けられている。指示部６４４内を径方向Ｙ２外側に向かって進む光は、
指針反射面Ｍ４で反射されて指示部６４４の正面から出射される。
【００４０】
　以上の構成により、ＬＥＤ光源６３から出射された光Ｌは、受光面Ｍｊから導光部６４
内に導光して第１部材６４１を軸方向Ｙ３正面側に向かって進み、その後、第１反射面Ｍ
１で反射して、第２部材６４２を径方向Ｙ２内側に向かって進む。第２部材６４２を径方
向Ｙ２内側に向かって進む光Ｌは、第２反射面Ｍ２で反射して、第３部材６４３を軸方向
Ｙ３正面側に向かって進み、その後、第３反射面Ｍ３で反射して、指示部６４４を径方向
Ｙ２外側に向かって進む。指示部６４４を径方向Ｙ２外側に向かって進む光Ｌは、指針反
射面Ｍ４で反射されて、指示部６４４の正面から出射される。これにより、正面から見る
と指示部６４４の正面が光輝して視認される。
【００４１】
　また、上記第１部材６４１の軸方向Ｙ３背面側の端部には固定部６４５が一体に設けら
れている。固定部６４５は、図２に示すように、一対の爪部Ｎ４と、スライド溝Ｈ６と、
位置決め突部Ｎ５と、から構成されている。一対の爪部Ｎ４は、受光面Ｍｊの幅方向Ｙ１
両端から背面に向かって突出して設けられている。一対の爪部Ｎ４は、基板部６２の幅方
向Ｙ１の両端を挟むように設けられている。スライド溝Ｈ６は、一対の爪部Ｎ４の幅方向
Ｙ１内側に径方向Ｙ２に沿って設けられている。スライド溝Ｈ６は、基板部６２の幅方向
Ｙ１の両端部がスライド挿入可能に設けられている。位置決め突起Ｎ５は、上述した基板
部６２に設けた位置決め切欠部Ｈ５と嵌合して基板部６２上での導光部６４の径方向Ｙ２
の位置を決める。
【００４２】
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　以上の構成によれば、基板部６２の回転軸５２から離れた側の端部からスライド溝Ｈ６
に基板部６２の幅方向Ｙ１の両端部を挿入して位置決め突起Ｎ５が位置決め切欠部Ｈ５に
嵌合するまで導光部６４をスライドさせるだけで、基板部６２に導光部６４を簡単に取り
付けることができる。
【００４３】
　また、上述した導光部６４には光漏れ防止カバー９が設けられている。光漏れ防止カバ
ー９は、導光部６４の表面のうち指示部６４４の正面を除いた部分を覆うように設けられ
ている。光漏れ防止カバー９は、図２に示すように、第１カバー部９１、第２カバー部９
２、及び、第３カバー部９３、から構成されている。第１カバー部９１は、指示部６４４
の幅方向Ｙ１に対向する一対の側面及び径方向Ｙ２外側の側面と、第３反射面Ｍ３と、第
３部材６４３の幅方向Ｙ１に対向する一対の側面及び径方向Ｙ２内側の側面と、を覆うよ
うに設けられている。
【００４４】
　なお、第１カバー部９１の指示部６４４の正面と対向する部分には開口９４が設けられ
ていて、導光部６４に第１カバー部９１を取り付けても指示部６４４の正面は露出される
。第２カバー部９２は、指針反射面Ｍ４と、第３部材６４３の径方向Ｙ２の外側の側面と
、第２部材６４２の正面、背面及び第１反射面Ｍ１の幅方向Ｙ１の一方側半分と、第２部
材６４２の幅方向Ｙ１に対向する一対の側面の一方と、を覆うように設けられている。第
３カバー部９３は、第２部材９４２の正面、背面及び第１反射面Ｍ１の幅方向Ｙ１の他方
側半分と、第２部材６４２の幅方向Ｙ１に対向する一対の側面の他方と、第２反射面Ｍ２
と、を覆うように設けられている。
【００４５】
　第１カバー部９１、第２カバー部９２、及び、第３カバー部９３は各々、白色材料で設
けた白色本体部（図示せず）と、本体部の外側面に設けた黒色部（図示せず）と、から構
成されている。第１カバー部９１、第２カバー部９２、及び、第３カバー部９３は、例え
ば白色材料で設けた本体部の外側面に黒色塗料を施して黒色部を設けても良いし、本体部
と黒色部とを２色成型してもよい。このような光漏れ防止カバー９を設けることにより、
導光部６４の表面のうち指示部６４４の正面を除いた部分からの光漏れを防止することが
できるので、照明品質の向上を図ることができる。
【００４６】
　また、第１カバー部９１、第２カバー部９２、及び、第３カバー部９３の各々を白色本
体部と、黒色部と、から構成することにより、光漏れ防止カバー９から外に漏れようとす
る光が白色本体部で反射されて導光部６４に再び導光されて指示部６４４に導かれるため
、より一層、指示部６４の正面の発光輝度の向上を図ることができる。また、光漏れ防止
カバー９の白色本体部を通過して外に漏れようとする光は黒色部で吸収されるため、光漏
れを確実に防止することができる。
【００４７】
　上記リード線７は、メイン基板４と基板部６２の回転軸５２付近との間に接続された電
源供給用の電線である。このリード線７によって基板部６２が回転してもメイン基板４か
ら基板部６２に電源を供給することができる。
【００４８】
　規制部８は、メイン基板４と基板部６２との間に設けられていて、円筒部８１と、規制
本体部８２と、アーム部８３と、が一体に形成されている。円筒部８１は、円筒状に設け
られていて、回転軸５２が挿入されている。規制本体部８２は、切欠きが設けられた円盤
状に形成されていて、その中央に円筒部８１が設けられている。一対のアーム部８３は、
規制本体部８２よりも基板部６２側に設けられ、円筒部８１から外側に向かって延在して
設けている。なお、規制本体部８２には、アーム部８３と対向する位置に孔が設けられて
いる。リード線７は、図３に示すように、アーム部８３の径方向Ｙ２外側の端部からアー
ム部８３と規制本体部８２との間に挿入される。即ち、リード線７は、その軸方向Ｙ３が
規制本体部８２とアーム部８３とにより挟まれて、軸方向Ｙ３の動きが規制される。この
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規制部８により、基板部６２が回転してリード線７が動いても、リード線７がメイン基板
４に実装してある電子部品と干渉したり指針６の回転を妨げないようにすることができる
。
【００４９】
　上述した表示装置１によれば、指針６が、ＬＣＤ２の背面に設けられた回転軸５２から
ＬＣＤ２よりも外側まで回転軸５２の径方向Ｙ２に沿って延在して設けられた回転軸５２
に固定された基板部６２と、基板部６２正面のＬＣＤ２よりも外側部分に搭載されたＬＥ
Ｄ光源６３と、ＬＥＤ光源６３の正面側からＬＣＤ２よりも正面まで回転軸５２の軸方向
Ｙ３に沿って延在して設けられた第１部材６４１、第１部材６４１の軸方向Ｙ３正面側の
端部から目盛部３よりも内側まで径方向Ｙ２に沿って延在して設けられた第２部材６４２
、第２部材６４２の径方向Ｙ２内側の端部から目盛部３よりも正面まで軸方向Ｙ３に沿っ
て延在して設けられた第３部材６４３、及び、第３部材６４３の軸方向Ｙ３正面側の端部
から目盛部３の正面に沿って設けられた指示部６４４、が一体に設けられた導光部６４と
、から構成されている。これにより、回転軸５２に固定された基板部６２上にＬＥＤ光源
６３を設けることにより、指針６の回転と同期してＬＥＤ光源６３が回転するので、回転
時の指示部６４４の照明ムラを無くすことができる。
【００５０】
　また、上述した導光部６４によればＬＥＤ光源６３から入射された光は、３つの第１～
第３反射面Ｍ１～Ｍ３で反射して指示部６４４に導かれてるため、回転時の反射回数を従
来の５つから３つに減らすことができるので、指示部６４４の発光輝度の向上を図ること
ができる。
【００５１】
　また、上述した表示装置１によれば、爪部Ｎ４及びスライド溝Ｈ６から構成された固定
部６４５により導光部６４を基板部６２に固定していたが、本発明はこれに限ったもので
はない。導光部６４を基板部６２に固定する構造としては、上述した実施形態に限定され
るものではない。
【００５２】
　また、上述した表示装置１によれば、光漏れ防止カバー９及び規制部８を設けていたが
、本発明はこれに限ったものではない。光漏れ防止カバー９及び規制部８については必ず
しも設けなくてもよい。
【００５３】
　また、上述した表示装置１によれば、リード線７の軸方向Ｙ３の動きを規制する規制部
８を円盤状の規制部本体８２とアーム状のアーム部８３とで構成していたが、本発明はこ
れに限ったものではない。規制部８の形状としては上述した実施形態に限定されるもので
はないく、リード線７の軸方向Ｙ３を挟めるような形状であればよい。
【００５４】
　また、前述した実施形態は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施形
態に限定されるものではない。即ち、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して実施
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の表示装置の一実施形態を示す断面図である。
【図２】図１に示す表示装置の部分分解斜視図である。
【図３】図１に示す表示装置の部分斜視図である。
【図４】従来の表示装置の一例を示す断面図である。
【図５】図４に示す表示装置を構成する指針、プリズム、ＬＥＤ光源、モータ及びバラン
スウエイトの斜視図である。
【符号の説明】
【００５６】
　１　　　表示装置
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　２　　　ＬＣＤ（表示器）
　３　　　目盛部
　４　　　メイン基板
　６　　　指針
　７　　　リード線
　８　　　規制部
　９　　　光漏れ防止カバー
　５２　　回転軸
　６２　　基板部
　６３　　ＬＥＤ光源（光源）
　６４　　導光部
　６４１　第１部材
　６４２　第２部材
　６４３　第３部材
　６４４　指示部
　６４５　固定部
　Ｍ１　　第１反射面
　Ｍ２　　第２反射面
　Ｍ３　　第３反射面
　Ｎ４　　爪部
　Ｈ６　　スライド溝
　Ｙ２　　径方向
　Ｙ３　　軸方向
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